
No.

患者
１日投与量
投与期間

副作用

性 ・
年齢

使用理由
（合併症）

経過及び処置

1 女
70代

多発性骨髄
腫
（なし）

1.3mg/m2

11日間

白質脳症

投与開始日 　　　 デキサメタゾン8mg併用下，本剤1.3mg/m2（１サイクル１回
目）投与開始。

投与4日目 　　　 本剤１サイクル２回目投与。

投与8日目 　　　 本剤１サイクル３回目投与。

投与11日目
（投与終了日）

　　　 本剤１サイクル４回目投与（１サイクル）。

終了1日後 　　　 軽度の失見当識が出現し，急速に進行。頭部CT上脳出血な
し。

終了2日後 　　　 意識レベルはJCSIII-100。頭部MRIにて，白質脳症と診断。

終了15日後 　　　 意識は清明となり，会話も可能となったものの，両側下肢の
麻痺，両側上肢の不全麻痺が残存。

終了63日後 　　　 頭部MRIにて，白質脳症は回復と判断。

併用薬：デキサメタゾン，オキシコドン塩酸塩，エトドラク，クロチアゼパム，スルピリド，スルファメトキサゾール・トリメトプリ
ム，ブロチゾラム，ラニチジン塩酸塩，センノシド，人赤血球濃厚液


